
















































4 Arist. Poet. 1456a25・32.アリストテレース自身は，エウリーピデースが tμp6λψα を書
いたとはしていない 第2スタシモンが劇の行為と無関係と考える注釈者として Dale
“the complete irrelevance of this motif to al the rest of the play" (147), Hose I 31・32, 
Pearson 165等を参照 その他の先行研究については Swift230参照
5 Allan 47・49,Burian 23 30, Downing, Kannicht I 57・60, Meltzer, Pucci, Solmsen参照
6 特に女性の社会的地位の移行に着目した研究として Foley2001, 325・27, Zweig 162・64参
照
7 本劇のへレネーとベルセフォネーの呼応について Allan158, 172, 1 78, 305・06, Burian 
12・14, Foley 2001, 319, 325・27,Pippin 156, Robinson, Swift 231・32,Wolff 63・64,Zweig 
162・64；，歌舞の重要性について特に Swift218・38参照


























行目の KαんへtπαQθfVOlを含め 4回繰り返される（1, 6, 10, 25) 8. 通
常，パルテノスは，身体的にも社会的にも婚姻経験がない女性のことを
8 本稿では， Allanのテクストを使用し，必要に応じて拙訳を添える Diggle (OCT）との相
違はAllan85参照訳出に際して細井訳を参考にした
4 哲学誌57号























スは社会的身分でもあり 身体的純潔性が合意されるものの必要条件ではない (/1.2. 514, 
































12 E. Ion 887-89, Masch. Eur. 63 69も参照




14 Alan 158, Foley 2001, 306-07, Jesi, Robinson 164-66 
15プルートスは富を意味するが，音の類似のため．冥界の王の日lj名ブルートーと同一視され
ることもあった（Allan158) 
16 Foley 2001, 306, Wolff 64.この呼び名「クリユメノス」は特にデーメーテールやベルセフォ
ネーと関連して用いられる （Paus.2.35.4・10,Lasus斤 702,Cal. fr. 285 (Pf. with notes) 
等を参照）
17 7ォーリーは1 本劇と 『アルケースティスjについて，ベルセフォネーの辿った地下から
地上への動きをなぞるアノドス劇であると論じ，ベルセフォネーのイメージの喚起は，へ
レネーがギリシアに無事に帰還することをも灰めかすと指摘する （Foley2001, 301・3L






























以外の例も列挙している （Segal562, Downing 3). またフォードは。本劇では詩や歌の生
成が自己言及的に演じられていると論じるが，その過程で対をなす歌に着目し，二重化の
1例と位置づけている（Ford284) 




























21へレネ はー，伝統的にアフロデイー テー の美と魅力，そしてそれがもたらす破滅を象徴す
















aφα入可； 121,cf. 35-36) 23_動調 δOKEWとその派生語δOKT]σLe;を重ねる













23 121-22 de!. W. Ribbeck. Diggleも踏襲して削除している 本稿は Allanを支持し真正とみ
なす
24 Allan 152. Long 17-18, 33 35も参照



























25 Burian 33, Downing 11, Foley 2001, 320, Pippin 154, Segal 584.使者が伝える幻の言葉と
ヘレネーの言葉遣いの類似性も指摘されている （Allan214・15,Meltzer 238) 
26 メネラーオスと部下は，エジプトから脱する際にテオクリュメ ノスの部下と船上で戦うが，
その様子は トロイア戦争の再演のように語られる（Juffras 46; Schaaf 7 4・75,Segal 606, 
613も参照）
10 哲学誌57号
いるjと思い込んだ（KaLboKEi μ、EXELV,/KEV内VbOKTJOW, OUK fχWV 35’ 
36）.それと同様に，テオクリュメノスもまたヘレネーとの結婚を「手に
























































28 Holmberg 28.本劇は 『オデユッセイアjに多くを負っている（Alan27・28等を参照） 『オ
テeユアセイアjを含む諸々 の叙事詩からの影響については Lange46・49, 115-51参照
29 Goldhil 63・64.但し 『オデユツセイアjにおいても，へレネー が知力においてメネラー オ
スを凌駕するなと， 2人の家庭は決して安定的なものとは言えない （Allan11・12)
30この点から興味深いことに，家の存続を象徴する竃の神ヘステイアは処女神であるが，エ
ウリー ピデー スの断片に「母なる大地」 （faiaド内τεQE. 斤 944Kannicht）と同一視され






























31 第3スタシモン全体についてはAllan316・17, Burian 279-80, Schaaf特に 59-69参照


























33 Calame I 91 92, 136 37, 141, 397・98. Murnaghan 164も参照
34アテーナイの公的な場における女性の歌舞上演には殆ど資料がない（Parker182・83, 
Stehle 117 n. 144参照） ステールは，デーモス単位で未婚女性が歌舞を上演していた可

























35 Hes. 斤 140,Plut. Thes. 31等も参照 Goff85・98，浜本 2008,20・22参照 コロスという語
は，集団で歌い踊ることに関わる語であり。歌舞を行う場所，歌舞そのもの，歌舞の担い
手のいずれをも意味する








173). へレネーのアイデンテイティの二重性について CalameI 333・36, Foley 2001, 320 
22, Murnaghan 168参照
























39エウリー ピデー ス 『エー レクトラー 』では，社会的には既婚女性であるエー レクトラー が，
未婚の女性たちから自分のコロスに参加するよう誘われる場面があり，エーレクトラーの
既婚とも未婚ともつかない女性としての暖昧なアイデンティティが浮き彫りにされる（浜
本 2006,41 42，平田 64・66,Zeitlin 648 50) 































































43第2スタシモンに見られるシンクレテイズムについて Allan294-95, Burian 270, Dale 
147, Kannicht I 328-33, Swift 234 36参照 スウィフトは，セクシュアリティのモチー
フと，キュベレー神とのシンクレテイズムの関連性を示唆している （Swift235-36) 
























45 Kannicht I 342・43, Wolff 63参照
46 イアンベーではなくパウボという女性が7 女神に自分の性器を見せることで笑いに誘っ











49 Alan“the myth of Persephone’s return”（306) . 




























うな振舞をすることで怒りの対象になっていると説明する（Alanad 1355-7, 1368, Swift 
236-37.先行研究については Swift23 7 n. 139参照） この解釈については，既にへレネー
がテオクリュメノスに対して求婚を受け入れる素振りを示し。メネラー オスとの婚姻の回




































































た参加者の方 に々感謝したい また， 2010年3月に開始した悲劇講読会のささやかな成果
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